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乳腺密度解析精度の向上を見据え，マンモグラフィ画像上で乳房下端を自動抽出す

る手法を検討した．乳房下端をその描出パターンに応じて定義し，視覚評価と自動抽

出結果を比較した．いずれのパターンでも判定の誤差は 0[%]から 4.49[%]の範囲に収

まり，高い精度で抽出できたことを確認した．標準偏差が最も高かった尻すぼみ型は

視覚評価での判定が難しく，これによりバラツキが発生したと考えられる．なお，乳

頭が下部に描出されている画像や乳房が下垂した画像は正しく抽出できないが，影響

は限定的である．  

 

1. 緒 言 

マンモグラフィ検査は乳がん検出において重要

性の高い検査である．しかし，乳腺密度の高い乳

房（高濃度乳房）においては，正常乳腺と乳がん

とがほぼ同じ X 線減弱を持つことから，画像コン

トラストがつきにくく乳がんの検出感度は低下す

る．また，高濃度乳房であるほど乳がん罹患率が

高いことも知られており，高濃度乳房への関心は

高い． 

任意型検診としてマンモグラフィを行っている

米国では，50 州のうち 27 州で乳腺濃度の通知が

法制化されている．わが国においても，2017 年 3

月に日本乳癌検診学会・日本乳癌学会・日本乳が

ん検診精度管理中央機構が共同で『対策型乳がん

検診における「高濃度乳房」問題の対応に関する

提言』1）を出すなど，乳腺密度の評価に対する関

心が高まっている． 

一方で，2014 年に発表された ACR BI-RADS 5th 

edition ではこれまでの規定と異なり乳腺の割合を

示す規定値が記載されていない 2）．これは各装置

での画像処理条件の違いにより統一的な割合を示

すことが困難であり，乳腺密度を主観的に判断す

ることが困難であることが要因として考えられる．

すなわち，主観的な評価では読影ごとに乳房構成

の判定が異なる恐れがあり，リスクを正しく評価

することが困難であると考えられる．実際に，2018

年 3 月に厚生労働行政推進調査事業費補助金厚生

労働科学特別研究事業「乳がん検診における乳房

の構成（高濃度乳房を含む）の適切な情報提供に

資する研究」班より『乳がん住民検診における「高

濃度乳房」への対応について』として乳房構成を

検診受診者に一律に通知することは望ましくない

とする文書 3）が出されている． 

これらの問題を解決するために，乳腺密度の評

価にソフトウエアなどを用いる研究が近年進んで

きた．乳腺濃度評価に一定の客観性を示すことは，

受診者が自らの乳腺濃度を認識することで乳がん

のリスクやマンモグラフィで病変が正常乳腺に隠

されてしまう危険性を理解する上で有用である 4）

と考えられる． 
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